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鳥取県の県政に関する県民意識調査（概要） 
 

平成２８年１２月２２日 
鳥取県 元気づくり総本部 県民課 

【アンケート結果の概要】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【結果まとめ】 

○ 鳥取県に対して誇りや愛着を持っている方が多く、また豊かな自然環境に恵まれ、治安も良

く、住民も親切で住みやすさを感じている。しかし、生活の中では公共交通機関の整備が遅れ

ているという意見もある。 
○ 鳥取県の施策は、『観光資源を活用した誘客』『自然環境の保存・活用』『安心して出産や子育てで

きる環境』『地域犯罪や交通事故などを抑制・防止』『健康を守り、医療体制を強化する』等の取組は

満足度が高いが、『農林水産・畜産業の担い手育成』『農業の活力増進』『中山間地域の安心と元気

づくり』『若者の出会い、結婚応援』『働く場を確保する取組』『暮らしやすく、まちを元気にする取組』

『県内交通の高速化』等の取組には不満が高い。 

〇 今後優先すべき施策として、『働く場を確保する取組』『住み続けたい・帰りたい鳥取県を創造』『安

心して出産や子育てができる環境づくり』『中山間地域の安心と元気づくり』『農林水産・畜産業の担

い手育成』『健康を守り、医療体制を強化する取組』『災害に強いまちづくり・防災意識啓発の取組』

が上がっている。 

○ 鳥取県人口の減少予測は、『知っていて関心がある』方が６割あり、今後の取組としては『雇用の場

の創出の促進』『結婚や出産への支援、子育ての環境充実』『県内出身者のＵターン促進』が重要だ

と感じている。 

○ 子育て施策については、出生率を上げるためには出産後の社会・職場への復帰への環境整備、保

育料等の子育て世帯へ経済支援の強化を求めている。また、県の婚活支援事業に対しては肯定的

な意見が多く、出会いや結婚は重要な問題であり、少子化対策にも繋がる取り組みと感じている。 

○ 移住定住施策としては鳥取県の住みよさをアピールしながら、就職、起業、就農など仕事の確保が

重要であると答えている。 

○ 就業や雇用に関しては、『働く場の確保を強化すべき』と考え、今後は『農林水産・畜産業』『医療・

介護福祉産業』等の産業分野が必要と感じている。 

○調査対象者：鳥取県内在住の 18歳以上の者 2,746 人（震災のため倉吉市を除く） 

○抽出方 法：住民基本台帳に基づく無作為抽出法 

○回 答 数：1,334 人（回収率 48.6％） 

○性 別：男性 575 人(43.1%)・女性 732 人(54.9%) 

○年 齢：18～19 歳（0.8％）、20～29 歳（7.8％）、30～39 歳（11.2％）、40～49 歳（18.1％） 

        50～59 歳（19.5％）、60～69 歳（24.2％）、70～79 歳（9.8％）、80歳以上（6.7％） 

○調査期 間：平成 28 年 10 月 31 日～11 月 25 日 

○調査方 法：アンケート調査票の送付 
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Ⅰ 鳥取県の住みやすさについて 

〇 鳥取県に対する愛着や誇りに思う気持ちは、約８割の人が「感じている」と答えている。 

〇 鳥取県で、今暮らしている地域は、約７割以上の人が「住みやすい」と答えている。 

〇 豊かな自然環境に恵まれていると感じている人が約９割と圧倒的に多く、また治安も良

く、住民が親切で、人と人との繋がりがあると約６割の人が答えている。 

〇 生活の中で公共交通機関の整備は、約半数の人が「整っていない」と感じている。 

 

（１）鳥取県に対しての愛着や誇りについて （問１） 

    ～鳥取県に対しての愛着や誇りを感じている人が約８割～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）今暮らしている地域の住みやすさ （問２） 

  ～７割の人が『とても住みやすい』・『どちらかというと住みやすい』と回答している～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感じている

51.7%
少し感じてい

る

27.5%

どちらともいえ

ない

13.3%

あまり感じてい

ない

4.5%

感じていない

1.3%

無回答

1.7%

とても住み

やすい

24.2%

どちらかとい

うと住みや

すい

50.7%

どちらともい

えない

14.5%

どちらかとい

うと住みにく

い

6.9%

住みにくい

1.9% 無回答

1.8%
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（３）鳥取県内の暮らしについて （問３） 

・豊かな自然環境に恵まれていると感じている人が約９割という結果になっており非常に高い。 

・住んでいる住民（県民）が親切であると感じている人が６割、また、地域での人と人のつながり

があると５割以上が答えている。 

・地域の治安は良いと６割の人が感じている。 

 
 

89.8 

60.1 

55.6 

16.1 

26.5 

64.9 

32.8 

32.2 

27.7 

38.0 

7.6 

34.5 

36.5 

29.4 

55.8 

28.2 

54.2 

50.7 

55.8 

45.0 

1.1 

4.0 

5.8 

52.6 

15.4 

4.3 

10.0 

14.8 

14.1 

15.4 

1.5 

1.3 

2.1 

1.9 

2.3 

2.6 

3.1 

2.3 

2.4 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）豊かな自然環境に恵まれている

（2）住んでいる住民（県民）が親切である

（3）地域での人と人のつながりがある

（4）生活するにあたり、公共交通機関が整っている

（5）地域の防災意識が整っている

（6）地域の治安が良いと感じている

（7）子育て支援が充実している

（8）医療や介護の体制が充実している

（9）子どもの教育環境が充実している

（10）ストレスなく日常生活を送ることができる

そう思う どちらとも言えない そう思わない 無回答
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Ⅱ．鳥取県の施策の満足度と今後の優先度について 

【豊かな自然でのびのびと鳥取らしく生きる】 

〇 「農業の活力増進」「農林水産・畜産業の担い手育成」の農林水産関係、また「外国人

観光客が訪れやすい観光地づくり」「鳥取県周辺地域と連携した観光客推進」等の観光関

係に『不満』の意見が多い。しかし、「観光資源を活用した誘客の取組」「豊かな自然環

境の保存・活用」「次世代エネルギーの推進や二酸化炭素排出量削減」等の取組には『満

足』と感じている。 

（今後優先すべき重要度の高い項目） 

〇 「農林水産・畜産業の担い手育成」「農業の活力増進」「農林水産物の販売」等の農林水

産関係を優先すべきとして意見が上位を占めている。 

【人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む】 

〇 「中山間地域の安心と元気をつくり出す」が『不満』の意見が最も多いが、「若者の出

会い、結婚応援」「子どもたちに多様な学びの機会」「女性が活躍できる社会」も３割前

後が『不満』を感じている。しかし、「安心して出産や子育てできる環境」は『満足』と

感じている意見が多い。 

（今後優先すべき重要度の高い項目） 

〇 「安心して出産や子育てができる」「子どもたちに多様な学びの機会」「女性が活躍でき

る社会」等の女性・子育てに関する項目、また「高齢者や障がい者が輝ける地域づくり」

「中山間地域の安心と元気をつくり出す」等の意見が上位項目となっている。 

【幸せを感じながら鳥取の時を楽しむ】 

〇 「働く場の確保」「暮らしやすく、町を元気」「住み続けたい・帰りたい鳥取県を創造」

「新たな産業を生み出す」等に『不満』を感じている意見が多い。 

（今後優先すべき重要度の高い項目） 

〇 「働く場の確保」「住み続けたい・帰りたい鳥取県を創造」の取組を５割以上の人が優

先すべきと答えている。 

【県政のさまざまな取組】 

〇 地域犯罪や交通事故等の抑制・防止や医療体制の強化については、やや『満足』と感じ

ている人が多いが、道路網の整備等県内交通の高速化については、約４割の人が『不満』

を感じている。 

（今後優先すべき重要度の高い項目） 

〇 「災害に強いまちづくり・防災意識啓発」「健康を守り、医療体制を強化」「県内交通の

高速化」を優先すべきと４割強の人が答えている。また「子どもの学力向上」も４割弱

の人が重要だと答えている。 
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【３つまで】 

（１－１）豊かな自然でのびのびと鳥取らしく生きる （問４【１】） 

   ～豊かな自然環境の保存や観光資源を活用した誘客の取組について『満足』と感じているが 

農林・畜産業の担い手育成や農業の活力増進の取組は『不満』を感じている～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１－２）今後優先すべき重要度の高い項目 

   ～農林水産・畜産業の担い手育成や農業の活力推進について５割近くが優先すべきと回答～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

31.8 

16.6 

29.9 

22.5 

26.0 

23.3 

47.5 

41.8 

36.1 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観光資源を活用した観光客誘客の取組

外国人観光客が訪れやすい観光地づくり

鳥取県周辺地域と連携した観光誘客の推進

県内の豊かな自然や環境を保存し活用する取組

次世代エネルギーの推進や二酸化炭素排出量削減の取組

様々な媒体を活用した県民へのわかりやすい広報 、県外に

向けた戦略的イメージ発信など情報発信の取組

農林水産・畜産業の担い手育成への取組

農業の活力増進に関する取組

農林水産物の販売戦略

無回答

6.8 

4.1 

2.9 

6.8 

5.2 

6.7 

2.2 

2.9 

3.7 

33.0 

18.3 

20.5 

31.7 

29.3 

24.3 

11.8 

12.1 

18.1 

39.9 

47.2 

49.4 

44.7 

45.4 

43.5 

47.8 

46.3 

52.0 

14.0 

22.2 

19.6 

11.5 

14.2 

18.2 

27.5 

27.7 

18.1 

3.7 

5.3 

4.0 

2.3 

3.1 

4.0 

7.3 

7.4 

4.2 

2.6 

2.9 

3.4 

2.9 

2.8 

3.2 

3.5 

3.7 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）観光資源を活用した観光客誘客の取組

（2）外国人観光客が訪れやすい観光地づくり

（3）鳥取県周辺地域と連携した観光客の推進

（4）県内の豊かな自然や環境を保存し活用する取組

（5）次世代エネルギーの推進や二酸化炭素排出量削減の取組

（6）様々な媒体を活用した県民へのわかりやすい広報、県外

に向けた戦略的イメージ発信など情報発信の取組

（7）農林水産・畜産業の担い手育成への取組

（8）農業の活力増進に関する取組

（9）農林水産物の販売戦略

満足（取組は十分である、よくやっている） やや満足

どちらともいえない やや不満

不満（取組は不十分である、努力する必要がある） 無回答
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【３つまで】 

（２－１）人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む （問４【２】） 

～安心して出産や子育てできる環境には『満足』と感じているが、 

若者への結婚応援や中山間地域の支援については『不満』を感じている。～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２－２）今後優先すべき重要度の高い項目 

～出産や子育ての環境づくりは４割が今後も優先すべきと回答し、 

中山間地域への支援についても重要度が高いと回答～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30.1 

42.6 

22.5 

25.4 

33.1 

15.8 

39.4 

31.0 

34.3 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80%

若者の出会い、結婚応援の取組

安心して出産や子育てができる環境づくり

地域社会で子どもを育て、世代を支える取組

ふるさと鳥取に愛着と誇りをもった人材の育成に関する取組

子どもたちに多様な学びの機会を付与する取組

地域でリーダとなり活躍する人材(財)育成に係る取組

中山間地域の安心と元気をつくり出す取組

女性が活躍できる社会に向けた取組

高齢者や障がい者が輝ける地域づくりを進める取組

無回答

1.6 

5.9 

2.7 

2.9 

1.5 

1.4 

1.5 

1.8 

3.4 

8.0 

30.1 

16.9 

19.9 

8.8 

7.0 

12.1 

10.6 

16.8 

54.9 

41.5 

57.2 

55.2 

54.4 

60.4 

47.5 

52.3 

52.2 

24.2 

15.3 

16.4 

15.7 

25.5 

22.9 

28.4 

26.0 

20.2 

7.9 

4.0 

3.4 

2.5 

6.0 

4.3 

7.0 

5.3 

4.0 

3.4 

3.3 

3.4 

3.7 

3.8 

3.9 

3.4 

3.9 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）若者の出会い、結婚応援の取組

（2）安心して出産や子育てができる環境づくり

（3）地域社会で子どもを育て、世代を支える取組

（4）ふるさと鳥取に愛着と誇りをもった人材の育成に関する取組

（5）子どもたちに多様な学びの機会を付与する取組

（6）地域でリーダーとなり活躍する人材(財)育成に係る取組

（7）中山間地域の安心と元気をつくり出す取組

（8）女性が活躍できる社会に向けた取組

（9）高齢者や障がい者が輝ける地域づくりを進める取組

満足（取組は十分である、よくやっている） やや満足

どちらともいえない やや不満

不満（取組は不十分である、努力する必要がある） 無回答
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【３つまで】 

（３－１）幸せを感じながら鳥取の時を楽しむ （問４【３】） 

～文化やアート・スポーツ面の『満足』は感じているが、 

働く場の確保や新たな産業の創出へは『不満』を感じている。～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３－２）今後優先すべき重要度の高い項目 

～働く場の確保等、住み続けたい・帰りたい鳥取県を創造するための取組を 

５割以上が優先すべきと回答～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

52.8 

43.2 

9.9 

58.2 

25.2 

31.0 

16.8 

23.4 

13.8 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80%

住み続けたい・帰りたい鳥取県を創造する取組

暮らしやすく、まちを元気にしていく取組

文化やアートを使った地域づくりへの取組

働く場を確保するための取組

新たな産業を生み出すための取組

誰もが能力を発揮できる雇用の実現

安全・快適な通信環境の整備

他地域からの移住（転入）促進の取組

スポーツの盛んな地域づくりへの取組

無回答

2.2 

2.2 

2.7 

1.6 

1.6 

1.5 

2.3 

2.3 

2.5 

11.3 

10.5 

15.0 

9.9 

7.0 

9.6 

12.2 

13.1 

15.6 

44.4 

36.4 

52.2 

36.5 

45.0 

50.1 

53.5 

55.0 

57.9 

30.5 

35.9 

20.1 

34.3 

33.9 

27.8 

21.4 

21.4 

16.1 

8.1 

11.2 

6.0 

14.2 

8.2 

7.0 

6.2 

4.2 

4.1 

3.4 

3.7 

4.0 

3.5 

4.2 

3.9 

4.3 

3.9 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）住み続けたい・帰りたい鳥取県を創造する取組

（2）暮らしやすく、まちを元気にしていく取組

（3）文化やアートを使った地域づくりへの取組

（4）働く場を確保するための取組

（5）新たな産業を生み出すための取組

（6）誰もが能力を発揮できる雇用の実現

（7）安全・快適な通信環境の整備

（8）他地域からの移住(転入)促進の取組

（9）スポーツの盛んな地域づくりへの取組

満足（取組は十分である、よくやっている） やや満足

どちらともいえない やや不満

不満（取組は不十分である、努力する必要がある） 無回答
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【３つまで】 

（４－１）県政のさまざまな取組 （問４【４】） 
～地域犯罪や交通事故等の抑制・防止や医療体制の強化については『満足』と感じているが、 

道路網の整備等県内交通の高速化については『不満』を感じている。～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４－２）今後優先すべき重要度の高い項目 

～医療体制の強化は今後も優先すべきと４割強が回答し、 

災害についての啓発活動、高速化への整備を優先すべきと４割強が回答～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27.9 

47.3 

36.9 

10.1 

48.0 

30.3 

44.8 

14.9 

11.2 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80%

地域犯罪や交通事故などを抑制・防止するための取組

災害に強いまちづくり・防災意識啓発にかかる取組

子どもの学力向上のための取組

広聴制度を充実させるための取組

健康を守り、医療体制を強化する取組

道路網の整備や道路河川の維持管理に関する取組

県内交通の高速化への取組

人権意識を育て誰もが尊重される社会の実現

県民の主体的な活動支援や行政との協働推進の取組

無回答

4.1 

3.0 

2.1 

2.2 

4.3 

3.3 

3.0 

2.8 

2.5 

25.9 

22.3 

12.8 

11.5 

27.7 

23.3 

15.4 

17.9 

12.2 

52.6 

51.3 

58.3 

64.3 

45.4 

46.9 

36.7 

61.7 

68.4 

10.3 

16.1 

17.9 

15.1 

15.3 

16.8 

28.8 

11.4 

9.4 

3.4 

3.5 

4.9 

2.6 

3.5 

5.5 

12.2 

2.3 

2.0 

3.7 

3.7 

3.9 

4.3 

3.7 

4.2 

4.0 

3.8 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）地域犯罪や交通事故などを抑制・防止するための取組

（2）災害に強いまちづくり・防災意識啓発にかかる取組

（3）子どもの学力向上のための取組

（4）広聴制度を充実させるための取組

（5）健康を守り、医療体制を強化する取組

（6）道路網の整備や道路河川の維持管理に関する取組

（7）県内交通の高速化への取組

（8）人権意識を育て誰もが尊重される社会の実現

（9）県民の主体的な活動支援や行政との協働推進の取組

満足（取組は十分である、よくやっている） やや満足

どちらともいえない やや不満

不満（取組は不十分である、努力する必要がある） 無回答
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Ⅲ．重点施策への関心・認識 

＜人口問題について＞ 

〇 鳥取県の人口減少予測について、約６割の人が「知っていて、関心もある」と答えてい

る。 

〇 鳥取県の人口増への取組は、「雇用の場の創出」を優先すべきという意見が６割以上、

また「結婚や出産への支援」「子育ての環境充実」「県外大学に進学した県内出身者のＵタ

ーン促進」も４割が優先すべきと答えている。 

＜子育て施策について＞ 

○ 鳥取県の子育て施策の中では、「子育て王国とっとり」は７割以上、「とっとり子育て応

援パスポート」については 6割以上の人が知っていると答えている。 

○ 出生率を上げるために今後、強化が重要だと思う項目は、「出産・育児後のスムーズな

職場復帰への環境づくり」「子どもを安心して預けられる体制の整備」「保育料の減免、

子育て世帯への経済的支援」について６割強の人が強化が必要だと答えている。 

○ 鳥取県の婚活支援事業については、「積極的、あるいは行うべき」と７割弱が答えてい

る。また、その理由として「出会いや結婚は重要な問題で行政の支援も必要」「少子化対

策に繋がると思う」と５割弱の人が答えている。 

＜移住定住に関する施策＞ 

○ 鳥取県の移住定住施策には、７割以上の人が「就職・起業・就農などの仕事の確保」、

４割前後の人が「若い世代への移住定住の働きかけ」「鳥取県の住み良さについて積極的

なＰＲ」を強化することが必要と答えている。 

○ 鳥取県の住みよさを県外の方へアピールするには、８割の人が「自然が豊かである」、

６割の人が「食べ物の安全性が高く、美味しい食べ物が多い」、約半数の人が「治安が良

く、犯罪が少なく感じる」と答え、『自然、食、安全』をアピールした方が良いと答えて

いる。 

＜就業や雇用に関する施策について＞ 

○『鳥取県正規雇用１万人チャレンジ計画』は、７割以上の人が「知らなかった」と答え

ている。 

○ 雇用や就業支援に関しての取組は、「企業誘致など働く場の確保」を強化すべきと６割

以上が答えている。 

○ 今後、鳥取県において必要となる産業分野は、「医療・介護福祉産業」「農林水産・畜産

業」と６割弱の人が答えている。 
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【３つまで】 

（１）鳥取県の人口減少予測について知っているか・関心があるか （問５） 

～『知っていて、関心もある 』と６割近くが回答～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）鳥取県の人口増への取組として優先すべきと思う施策 （問６） 

～雇用の場創出の促進を６割が優先すべきと高く、結婚や出産への支援も４割が優先すべきと回答～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知っていて、

関心もある
59.6%

知っていた

が、特に関心

はない
26.4%

知らなかった
12.1%

無回答
1.9%

62.2 

40.5 

37.6 

34.9 

32.4 

28.0 

19.8 

15.1 

5.2 

3.5 

1.8 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

雇用の場の創出の促進

結婚や出産を支援する施策

子育て環境の充実

県外大学に進学した県内出身者のUターン促進

県内出身者の県内大学進学や県内就職を促進させる取組

県外からの移住定住者を積極的に受け入れる

高齢者福祉や健康対策施策の充実

鳥取県への愛着を深めるための教育の実施

県内大学に県外からの学生を多く受け入れる

その他

わからない

無回答
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【３つまで】 【３つまで】 

【複数回答】 

＜子育て施策について＞ 

（１）鳥取県の子育て施策の中で知っているもの・聞いたことがあるもの （問７） 

～『子育て王国とっとり』・『とっとり子育て応援パスポート』については 6 割以上の認知度～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）出生率を上げるために今後強化が重要だと思う項目 （問８） 

～出産・育児後のスムーズな職場復帰への環境づくりや、 

男女とも安心して働き、子育てができる職場環境の整備について６割強が重要と回答～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

61.8 

50.1 

49.1 

27.3 

25.2 

18.1 

17.2 

15.5 

3.0 

2.8 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出産 ・育児で仕事を離れた方がスムーズに社会復帰できる環

境や、男女とも子育てしながら安心して働くことのできる職場環境の整備

子どものを安心して預けられる体制の整備（保育所・認定こども園などの

増加）

保育料の減免など、子育て世帯への経済的支援

出会いの場・結婚への支援体制の強化

不妊治療にかかる費用の経済的支援

乳幼児期の子どもを家庭内で保育する者への支援

子どもが安全安心に遊べる場所の増加

配偶者や祖父母などが育児に積極的に関わることのできる環境づくり

その他

わからない

無回答

71.4 

60.9 

36.7 

23.9 

22.5 

6.5 

12.3 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「子育て王国とっとり」

「とっとり子育て応援パスポート」

保育料の無償化

「えんトリー（とっとり出会いサポートセンター）」

とっとり子育て隊

「とっとり育児（19）の日」

いずれも知らない

無回答
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【複数回答】 

（３－１）鳥取県の婚活支援事業についての考え （問９） 

～『積極的に行うべき』・『どちらかというと行うべき』と６割が回答～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３－２）婚活支援事業を行うべきと回答した理由 

～出会いや結婚は重要な問題で行政の支援も必要や、 

支援が少子化対策につながると５割近くが回答～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

積極的に

行うべき

44.2%

どちらかというと

行うべき

23.5%

どちらとも

いえない

20.8%

どちらかというと行

うべきではない

2.7%

行うべきではない

1.8%

わからない

4.8%

無回答

2.2%

48.4 

47.5 

20.7 

15.7 

7.3 

5.3 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未婚者にとって出会いや結婚は重要な問題のた

め、行政の支援も必要だと感じるから

鳥取県の少子化対策につながると思うから

重要な問題ではあるが、公費を投入してまで

行う必要性は感じないから

個人の問題のため、行政が支援する必要性はないと思うから

県 が事業しなくても、 他の民間事業者等で同等の

サービスが実施されていると思うから

その他

無回答
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【３つまで】 

【３つまで】 

＜移住定住に関する施策＞ 

（１）鳥取県の移住定住施策として強化が必要な施策 （問１１） 

～就職・起業・就農などの仕事の確保が必要であると７割が回答し、 

若い世代への働きかけも４割が必要であると回答～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）鳥取県の住みよさを県外の方へアピールする項目 （問１２） 

～『自然が豊かである』が８割、『食べ物の安全性が高く、美味しい食べ物が多い』が６割～ 

 

80.3 

63.1 

47.5 

19.0 

18.8 

16.1 

9.4 

6.3 

2.3 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然が豊かである

食べ物の安全性が高く、美味しい食べ物が多い

治安が良く、犯罪が少なく感じる

地域に住んでいる方の人柄よい

子育て環境が整っている

ストレスを感じること無く過ごすことができる

子どもの教育環境が良い

高齢者福祉が整っている

その他

無回答

71.4 

41.4 

38.5 

35.2 

27.1 

12.3 

9.7 

7.9 

7.6 

2.9 

2.8 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就職、起業、就農など仕事の確保

若い世代への移住定住の働きかけの促進

鳥取県の住みよさについての積極的なPR活動

移住定住者の受け入れ体制の充実

空き家対策などの住居体制の充実

移住定住施策について県内市町村とのより一層の連携

首都圏での移住定住セミナー等の積極的な実施

中四国・関西圏での移住定住セミナー等の積極的な実施

シニア世代への移住定住の働きかけの促進

わからない

その他

無回答
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【３つまで】 

【３つまで】 

＜就業や雇用に関する施策について＞ 

（１）『鳥取県正規雇用１万人チャレンジ計画』を知っているか・関心があるか （問１４） 

 ～『知らなかった』と回答の方が７割と認知度が低い～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）雇用や就業支援に関しての取組として強化が必要な施策 （問１５） 

～企業誘致など働く場の確保を強化すべきと６割以上が回答～ 

 

（３）今後、鳥取県において必要となる産業分野（問１６） 

～今後の産業分野は、農林水産・畜産業や医療・介護福祉産業が必要と約６割が回答～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

64.6 

39.1 

37.8 

36.1 

20.8 

18.8 

15.7 

13.1 

7.5 

3.4 

1.6 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業誘致など働く場の確保

県内出身で県外大学へ進学した者の県内就職（Ｕターン）促進

子育てや介護に対応した労働環境の改善

非正規雇用者の労働環境の改善

農林水産業新規就農者創出への取組

県内優良企業について情報発信

起業や創業に関する支援制度

県外からきた県内大学生の県内就職（Ｉターン）促進

県内初の技術や人材の認定評価及びその情報発信

わからない

その他

無回答

知っていて、関心

もある

13.2%

知っていたが、特

に関心は無い

8.3%

知らなかった

74.8%

無回答

3.7%

59.4 

57.7 

40.8 

26.3 

24.6 

9.5 

8.5 

8.3 

2.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療・介護福祉産業

農林水産・畜産業

製造業（飲食・工業品製造業）

宿泊業・飲食サービス業

情報通信業

建設業

小売業

わからない

その他

無回答
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Ⅳ．回答者の情報 

 
（１）年代 （問１８）                      （２）性別 （問１９） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）性別 ×年代  
 
 
 

0.8 (n=11）

7.8(n=104) 

11.2(n=150)

18.1(n=241) 

19.5(n=260) 

24.2(n=323) 

9.8(n=131) 

6.7(n=90) 

1.8(n=24) 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

無回答

男性

43.1%

(n=575)
女性

54.9%

(n=732)

無回答

2.0%

(n=27)

45.5 

32.7 

41.3 

44.8 

39.2 

50.2 

48.1 

41.1 

8.3 

54.5 

67.3 

58.7 

54.8 

60.4 

49.5 

51.1 

57.8 

0.4 

0.4 

0.3 

0.8 

1.1 

91.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

(n=11)

２０～２９歳

(n=104)

３０～３９歳

(n=150)

４０～４９歳

(n=241)

５０～５９歳

(n=260)

６０～６９歳

(n=323)

７０～７９歳

(n=131)

８０歳以上

(n=90)

無回答(n=24)

男性 女性 無回答


